
原作は図書館で
借りられます！

大正13年（1924）　 長崎県佐世保市万津町で生誕。

昭和 8 年（1933）　 多久市へ移住。

昭和15年（1940）　 郵便局に就職、その後運送会社に転職。

昭和19年（1944）　 相浦海兵団へ入団、防府海軍通信学校に入校。

昭和20年（1945）　 防府海軍通信学校卒業、終戦直前は宮崎県に駐屯。

昭和23年（1948）　 炭鉱就職。ここでは同僚と同人誌を作ったりアマチュア向けの

舞台台本を書いたりして過ごした。

昭和29年（1954）　 懸賞に応募した全ての作品が入賞。

昭和33年（1958）　

『異聞浪人記』がサンデー毎日大衆文芸賞を受賞。

昭和37年（1962）　『異聞浪人記』を原作とした映画『切腹』封切り。

昭和42年（1967）　『拝領妻始末』を原作とした映画

『上意討ち －拝領妻始末－』上映決定。

昭和47年（1972）　

昭和48年（1973）　

昭和53年（1978）　

昭和58年（1983）　 心臓を患い入院。以降闘病生活を送る。

昭和60年（1985）　 多久市文化連盟芸術文化功労賞を受賞。

平成16年（2004）　 急性循環不全のため80歳で逝去。

滝
口
康
彦
の
足
跡

武家における殉死の意味を問う「高柳父子」、
家族愛を描く「拝領妻始末」など6編を収録。
武士の悲哀を描き続けた時代小説家の傑作選。

直
木
賞
候
補
に
６
回

多
久
市
で
作
家
人
生
を
送
っ
た
滝
口
氏
は
、

世
の
不
条
理
に
抗
う
人
の
心
の
輝
き
を
、
時
代

小
説
に
の
せ
て
確
か
な
筆
致
で
描
き
出
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
作
風
は
今
に
も
通
じ
る
と
、
多

く
の
読
者
の
共
感
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

戦
前
は
郵
便
集
配
や
運
送
業
に
従
事
し
、
戦

時
中
は
海
軍
へ
。
戦
後
は
炭
鉱
員
と
し
て
汗
を

流
す
傍
ら
、
小
説
や
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
の
懸
賞
に

応
募
し
て
い
ま
し
た
。
応
募
作
品
が
全
て
入
選

す
る
と
、本
格
的
に
執
筆
を
開
始
。
す
る
と『
高

柳
父
子
』が
第
10
回
オ
ー
ル
讀
物
新
人
賞
の
次

席
に
選
ば
れ
、
翌
年
の
昭
和
33
年
に
は
直
木
賞

の
候
補
に
挙
が
り
ま
し
た
。

直
木
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
の
は
全
部
で

6
作
品
。
特
に
4
度
目
の
候
補
作『
仲
秋
十
五

日
』は
選
考
委
員
の
意
見
が
割
れ
、
一
度
は
決

ま
り
か
け
た
受
賞
が
再
投
票
に
よ
っ
て
覆
る
悲

運
を
味
わ
い
ま
し
た
。

そ
の
後
も
新
作
の
発
表
や
連
載
、
講
演
な
ど

で
活
躍
し
て
い
た
最
中
、
59
歳
で
心
臓
を
患
い

入
院
。
以
降
は
病
と
闘
い
な
が
ら
日
々
を
過
ご

し
、
80
年
の
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。

作
風
と
異
な
る
私
生
活

た
く
さ
ん
の
本
や
資
料
に
囲
ま
れ
た
書
斎
に

座
り
、
ひ
た
む
き
に
ペ
ン
を
走
ら
せ
て
き
た
滝

口
氏
。
長
男
・
原
口
郁
哉
さ
ん
は
、「
几
帳
面

で
記
憶
力
の
い
い
父
は
本
の
位
置
を
覚
え
て
い

て
、『
北
側
の
本
棚
の
上
か
ら
〇
段
目
の
右
か

ら
〇
冊
目
の
何
々
と
い
う
本
を
見
て
く
れ
』と

電
話
を
か
け
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」と

当
時
を
思
い
返
し
ま
す
。

武
家
社
会
で
生
き
る
武
士
の
姿
を
と
お
し
て

「
体
制
」と「
個
」の
構
造
が
生
む
悲
哀
を
つ
づ
っ

た
滝
口
氏
で
し
た
が
、
普
段
の
生
活
は
、
規
則

正
し
く
、
早
寝
早
起
き
。
家
族
と
食
卓
を
囲
み
、

日
々
の
郵
便
が
一
番
の
楽
し
み
で
、
仲
間
と
の

待
ち
合
わ
せ
の
時
は
と
て
も
早
い
時
間
か
ら
出

か
け
た
と
い
い
ま
す
。
郁
哉
さ
ん
の
話
や
熊
日

新
聞
の
連
載
コ
ラ
ム「
名
刀
鈍
刀
」（『
日
本
列
島

縦
断
随
筆
』収
録
）か
ら
は
、
作
風
と
は
違
っ
た
、

穏
や
か
で
親
し
み
を
感
じ
る
人
と
な
り
が
垣
間

見
え
ま
す
。

一
貫
し
て
時
代
小
説
を
書
き
続
け
た
滝
口
氏
。

没
後
20
年
と
も
重
な
る
生
誕
1
0
0
年
を
機
に
、

改
め
て
作
品
に
触
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

映画『切腹』を
図書館で上映します！

著作紹介①

多久市立図書館創立100周年記念事業の締めくく
りに、滝口氏の著作『異聞浪人記』を原作とした映
画『切腹』の上映会を多久市中央公民館大ホールで
開催します。くわしくは裏表紙をご覧ください。

は
ら
ぐ
ち
い
く
や

多久市に住まい、

一途に時代小説を書き続けた

作家・滝口康彦氏。著作が３度にわたって

映画化されるなど話題を呼び、

今もなお数多くのファンが著書を手に取っています。

今年は生誕100年の節目。これを記念し、多久市立図書館では

滝口氏原作の映画『切腹』を３月20日（水・祝）に上映します。

たきぐちやすひこ

取
材
に
出
る
こ
と
は
少
な
く
、

多
く
は
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の

本
か
ら
着
想
を
得
ま
し
た
。

平成19年に文学碑が
西渓公園に建立されました

著作紹介②

※『日本列島縦断随筆』昭和48年、熊本日日新聞社編
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